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論文要旨 
１．論文名：ヘルス／メディカル・ツーリズムによる観光地構造転換と地域活性化に
関する研究－温泉地／旅館の高付加価値化による再生－ 
２．氏名：辻本 千春  
（要旨）日本は少子高齢化社会が始まり、地域活性化が焦眉の急である。観光は交流
人口の拡大を図る一つの重要な要素として期待されている。2008 年には国土交通省の
外郭組織として「観光庁」が設置され、2010 年の「新成長戦略」では「日本の強みを
生かす成長分野」の７つの柱で中心となるのが「健康（医療・介護含む）」分野およ
び「観光」分野である。このようなことを考えると「観光」と「健康」をあわせた「ヘ
ルス・ツーリズム」、そして関連概念の「観光」と「医療」をあわせた「メディカル・
ツーリズム」の概念は今後の日本再生のかぎとなる可能性がある。 
 とくに現在、海外では「メディカル・ツーリズム」がアジアで勃興している。本研
究では「メディカル・ツーリズムのアジアにおけるモデル」として、（１）「タイモ
デル」＝拡張ダイヤモンド・モデル、１）需要・市場要因、２）前段階産業要因（ス
パ等）、３）ホスピタリティ文化要因、および、（２）「韓国モデル」、１）日本と
同じレベルから急成長、２）ワンストップ・ブランド化モデル、３）５％ルールモデ
ル、を明らかにした。 
 ところで、日本のメディカル・ツーリズムについては、日本の優位性を示すことが
できる分野も多く存在する。しかし、①混合医療等保険制度問題、②キャパシティ問
題（国民への説明と日本医師会のスタンス）やその他③言語問題、④責任分担問題、
⑤情報発信・医療ビザ等の課題が多く存在し、現時点では、メディカル・ツーリズム
の本格的な取り組みは日本では難しいと言わざるを得ない。したがって、本研究では、
日本においては「メディカル・ツーリズム」を含む広義の「ヘルス・ツーリズム」の
可能性を検討した。 
（１）まず、日本の観光の現状をもう一度戦略的に検討すると、国際的にみて観光に
おいては、欧米の多くの先進国が観光大国であるのに対し、先進国では遅れている。  
（２）しかし観光衰退の原因は、非効率的な「旅館・宿泊部門」が指摘されている。 
（３）そして国際観光ではインバウンドが求められている。  
（４）顧客アンケート結果からは、国内観光でも人気の高いのが「温泉観光」である。 
（５）国際インバウンド観光でも（外国人に）人気の高いのが「温泉観光」である。 
（６）以上から、潜在力・人気があるにもかかわらず非効率的な「温泉観光」「旅館
部門」の改革・近代化こそ、日本観光再生のかぎである。そこで、本研究では、この
ように、日本の観光の中心にあり、潜在力・人気があるのに非効率性ゆえ衰退しつつ
ある「温泉観光・旅館部門」の改善に対し、政府の観光立国推進会議で提唱された「ニ  
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ューツーリズム」の一つで、国策として力を入れる健康・医療にもかかわる狭義の「ヘ
ルス系ツーリズム」を通して、地域活性化を達成できることを明らかにした。 
 全国のヘルス・ツーリズム 211 例を分類すると「温泉」が１位、西日本は他に「タ
ラソテラピー」、「アニマル・セラピー」、「アレルギー治療」に特色、東日本は、他に
「学習」、「森林」に特色があることがわかった。そこで、いくつかの温泉地域・旅館
の再生に成功した重要な事例で（１）熊本県天草市－「天草ヘルス・ツーリズムのウ
ォーキング」、（２）大分県竹田市－現代版湯治「御前湯」と「温泉療養保健システ
ム」、（３）鳥取県三朝町－三朝温泉の「現代湯治プラン」、（４）高知県室戸市の
「タラソテラピー・ツーリズム」等を研究した。 
 そして、温泉地のニューツーリズムへの構造転換の可能性と投資効果について以下
が得られた。１．ヘルス・ツーリズムの高付加価値化による効果が及ぼす旅館への影
響【１】スポーツ系「天草ヘルス・ツーリズム」の例：これまでの経営シミュレーシ
ョン手法を改良し精密化した。Ａ．コスト（１）準備コストは殆ど無い。（２）毎朝
２時間ヘルス・ツーリズムに費やす仮想コストに対する投資効率（ 183 万円の投資で
2918 万円の利益増）。（３）リピーター増加８割、１割が直接申込みにすることによ
る送客手数料の節約：年間 190 万円の支払い手数料の節約。Ｂ．ベネフィット：①経
営効果（ヘルス・ツーリズム取り組みによる）集客３割、売上２割増、減価償却前利
益（ＧＯＰ）、営業利益、経常利益、税引き前利益が約１．５割前後、労働生産性が
２．３割、定員稼働率が５％改善された。②地域経済への波及効果。【２－１】現代
版湯治概念の復活政策１「竹田市 外湯への投資による温泉地区活性化」：産業連関
分析を実行。建設費は約５億円。外湯建設前約３１万の観光客が現在７２万人、消費
額は２６億円で、経済波及効果は約４０億円あることが分かった。【２－２】現代版
湯治概念の復活政策２ 竹田版湯治「温泉療養保健システム」の効果：観光客が対象
の宿泊施設に３泊以上宿泊した場合に補助。市の投資１６８万円。2011 年は 543 名が
この制度を利用して平均 5.3 泊の宿泊をした。平均宿泊数より 3.2 日伸びており、全
員が新規の観光客とすると経済波及効果は約６０００万円以上となる。  
 このように本研究は、日本におけるヘルス・ツーリズムによる旅館・温泉地の構造
転換による地域活性化の可能性を経済・経営的側面から明らかにした。資本力の乏し
い小旅館においてもハードへの投資だけではなくヘルス・ツーリズムに関わるソフト
への投資や開発、また「温泉療養保健システム」により地域・旅館の経営を安定させ
ることから長期滞在のポテンシャルが明らかとなった。これらは経営状態が厳しい多
くの地域・旅館にとって、新たな地域活性化モデルとして多くの可能性と示唆に富ん
でいる。ヘルス・ツーリズムの観光研究が行われはじめつつあるが記述的紹介が多い。
本研究では、特に、経済・経営的手法での成功メカニズムの解明を目指した。  
